
オース トリアの料理名 をめ ぐって

坂野 久

0.は じめに

1995年 にオース トリア共和 国(以 下 オース トリア)がEUに 加 盟 す る際 に、EU加 盟

オース トリア議 定書 「第10条 項」 に付加 された 「オース トリア表 現」(Austriazismen)

が注 目を浴び たこ とはす で に指摘 した1。 ドイッ連邦共和 国(以 下 ドイツ)の ドイ ツ語が

EU内 での公用語 の一つ であ り、EU内 での法的 な専 門用語 もすべ て ドイッで一般的 な用

語が使 われていたが、オース トリアのEU加 盟 に より 「オース トリア ドイツ語」の取 り扱

いが 問題 とされ たのである。本来 はEU加 盟前 に、 ドイッ とオース トリアにおけ る各種法

的専 門用語 の比較検討 がな され るべ きであ ったが、EU加 盟 を問 う国民投 票 とい う政治的

な 日程 に左右 されたので あろ うか、 日常生活 に密着 して いるオース トリア特有の食料 品名

23語 のみが議定書 「第10条 項」の付 帯事項 に記 載 されたのである。 この23語 に関す るそ

の後の調査 による と、23語 中9語 は南 ドイツ語あるいはバ イエル ン語 といえる ものであ り、

2語 はオース トリアよ りはむ しろ ドイツで一般 的に使 用 され ている語 と判 断で き、最終的

には12語 のみがオース トリア特有 の語 と判断 された2。

EU加 盟議定書 とい う公 的な文書 に、 この ような曖昧 な 「オース トリア表現」 とされる

食 品名が なぜ 掲載 され たので あろ うか。「オース トリアで一般 的であ る表 現 に代 わ って、

ドイッでの表現が使用 を強制 されるこ とはない」 とい う大衆 にアピールす る政治的 な意図

もあ った と考 えられ るが、 なぜ食品名 ・料 理名 なのであ ろ うか。約820万 人が 日常的 に使

用す る 「オース トリア ドイツ語 」において、 この食品分 野の語彙、特 に料理名が どの よう

な位置づ けにあるのか、 オース トリア(ウ ィー ン)料 理名 とは具体的 に どの ような料理 を

意味す るのか、 さ らにオース トリア人 にとって料 理文化 とはいか なる意味 を もつ のか、本

稿で はこの ような点 を言語的な面 か ら以下の項 目に沿 って順次考察す ることに したい。

1.「 標準言語」 と 「料理名」

2.バ イエル ン ・南 ドイッ由来 の 「ウィー ン料理名」

3.ス ラブ語起源の 「ウィー ン料理名」

4.イ タリア語起源の 「ウィーン料理名」

5.ハ ンガ リー語起源の 「ウィーン料理名」
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1.「 標準言語」 と 「料 理名」

オース トリアで は、「標準 言語」(Standardsprache、Hochspracheと い う用語が使 われ

てい る、 ドイッではさらにHochdeutschと も表示 され る)の 概 念 については、まだ十分 な

議論が な されてお らず依然 として まだ曖昧であ る。その点 は、 ドイ ッ、オース トリア、ス

イス、 リヒテ ンシュタインなどのい わゆるナシ ョナルヴ ァリエ ーシ ョンと しての ドイツ語

対照研 究の総括 的な存 在 と見 な されるy説 侃 纏 御δ7'67伽碗46∫1)甜 孟∫6加%20043の 出版

後 も、 なんら変 わることはない。文化 的 ・歴 史的 ・政治的な事 情の結果 を根拠 に して、幾

多の言語共 同体 は地域 的あ るいはナ シ ョナル的なヴ ァリエ ーシ ョンを発展 させ、 それ らは

各行政 区域で 「標準語 」 として定着 しているのが実情であ る。

しか しナシ ョナル ヴァリエー シ ョンとしての各 言語がその 「標準語」 として自由に扱 え

る語彙が十分 でない言語領域 が若干 ある。それは 日常言語領域 で、 とりわけ地域 的な 日常

文 化 領 域 の 言 語 で あ る。 ドイ ッ の正 書 法 辞 典D〃 鹿 〃 や オ ー ス トリア の正 書 法 辞 典

δs'6/76ガo嬬酌6∫ 防 漉7∂〃6ガで は、 こ れ ら の 語 彙 は 。landschaftlich"(地 域 的),

。umgangssprachlich"(日 常語 的),。sUddeutsch"(南 ドイッ的),。6sterreichisch"(オ ース ト

リア的)な どと記 されてい る。y∂7勧'6〃 ωδ7`67∂〃酌4θ ∫Dθ%孟∫c加%2004で は、これ らの

語彙 は 「標 準の境界領域(GrenzfalldesStandards)」 としてか な り範囲が広 い曖昧 な表示

になってい る。そ して この 「境 界領域」 に、 と りわけ方言 的 な料 理専 門表現が多 く見 られ

る、例 えばBlunzen(こ れはバ イエル ン語であ る、東 中部 ドイッ語 ではPlunzeと も言 う、

標準語 ではいわゆ るBlutwurst〈 ブ ラッ ドソーセージ〉であ る)、Strankerl(一 般的 には

Fisoleで 表現 され るイ ンゲ ン豆 のケル ンテ ン方言)な ど。 またその形態上一般的 には標準語

とはみな されていないGerstl(大 麦ヌー ドル)とNockerl(ノ ッケルル、小 さな ダンゴ)も

料理専 門表現 となってい る。 しか し方言(Mundart)あ るいは 日常 語(Umgangssprache)

を起源 とす る料理表現が料理本 あるいは料理 レシ ピに一旦記載 される と、そ れ らは即座 に

標準語 もしくは標準語的 なもの とみなされ る場合 が多 い。

個 々の各料理名 の言語別 に よる検討 に入 る前 に、料理名 の由来 につ いてここで少 し一般

的 なこ とを述べてお きたい。料 理 とはそれが生 まれた時点で は、たいていの場 合非常 に素

晴 らしく、 まさにcordonbleu5(チ ーズ とハ ム入 りの子牛 のカツ レツ、「一流 の栄誉 ある料

理」 の意味 もあ る)で あ りSacherTorte(有 名 な人気のあ るチ ョコレー トコーテ ィングさ

れ た杏 ジャム入 りの トル テ)に 相当す るか もしれ ない。 しか しどの料 理名 も狭義での 「特

色 ・特 質名詞 」(nomenproprium)6で はない。即 ち、各料 理 は好み に応 じて料 理 され る

が、その料理の特色 を表現す る名称が付 くとは限 らないので ある。その料理の成分、調理

方法、外観、地理的 ・歴史的 な由来 な ど、料理名 の付 く動機 と由来 は、以下の分類 ・区分

か ら理解で きる ように多種多様 である7。
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1)成 分 に よ る名称:Beuschel(子 牛 ・子 羊 の肺 ・心 臓 を使 った臓 物 料 理)、Blutwurst

(ブ ラ ッ ドソー セ ー ジ)、Faschiertes(挽 肉 、 鳥 ・魚 ・野 菜 な どに詰 め る刻 み 肉 を意 味

す る フ ラ ン ス 語farceか ら の 借 用 語)、Fleischkn6del(肉 入 り ク ネ ー デ ル)、

Fleischlaibchen(肉 入 り 丸 い 小 型 パ ン)、Schweinsbraten(ロ ー ス ト ポ ー ク)、

ErdapHblattl(ポ テ トパ ンケ ー キ)

2)調 理 ・調 合 に よ る 名 称:Eingetropftes(ス ー プ な ど に 入 れ る ゆ る い 練 り粉 、

eintropfen/eintaufeln=～ を ～ に た ら し入 れ る)、Dampfnudeln(発 酵 生 地 を まるめ

て 蒸 か した 菓 子 、dampfen=蒸 す ・蒸 か す)、Frittaten(パ ン ケ ー キ 、fritieren=油

で 揚 げ る)、Reibekuchen(ジ ャ ガ イモ の パ ンケ ー キ、reiben=擦 る 、す りお ろ す)

3)外 観 ・外 形 に よ る名 称:Nockerl(ス ー プ に入 れ る小 さい ダ ン ゴ、Nock=岩 の 頂 、 丘)

Krapfen(ク ラ ッ ペ ン、 揚 げ パ ン の 一 種 、 以 前 は 形 が 「鈎 」 型 で 、 古 高 ドイ ッ 語

kraphoに 由 来 す る)、Schnitzel(カ ッ1/ッ 用 牛 肉 ・豚 肉 の 薄切 り、布 ・紙 ・木 な どの

「小 片 」 に 由来 す る)

4)調 理 器 具 に よる名 称:Rein(d)ling(イ ー ス ト菌 を生 地 に使 っ た ケ ー キ、 小 さい 平 な

べReindlを 使 用)、Kesselgulasch(ハ ン ガ リー風 の グー ラ シ ュ、 なべKesselを 使 用)、

Pfann(en)kuchen(パ ン クー ヘ ン、平 なべ ・フ ラ イパ ンPfanneを 使 用)

5)地 理 的 な 由来 に よる 名称(国 、都 市 な ど):FrankfurterWUrstel(フ ラ ンク フ ル ト

ソー セ ー ジ)、WienerSchnitzel(ウ イ ンナ ー シ ュ ニ ッツエ ル 、 ウ ィー ン風 子 牛 の カ ッ

レツ)、b6hmischeDalken(ボ ヘ ミア風 ダル ケ ン、 パ ンケ ー キ の一 種)、Liptauer(ス

ロ ヴ ァ キ ア の リ プ タ ウ 産 チ ー ズ)、TirolerKn6del(チ ロ ル 風 ク ネ ー デ ル)、Linzer

Torte(リ ン ッ風 トル テ)

6)人 物 ・家 系 名 に よ る名 称:Dobos-Torte(ブ ダ ペ ス トの菓 子 職 人LajosDobos由 来

の チ ョコ レー トバ ター ク リー ム入 りビス ケ ッ ト トル テ)、Sacher-Torte(1832年Franz

Sacherに よ っ て造 られ た チ ョコ レー トトル テ)、Malakof卜Torte(甘 い ビス ケ ッ トの一

種 で あ る ビス コ ッテ に よ って 作 られ た ラ ム酒 入 り トル テ、 ク リ ミア戦 争 で セ バ ス トポ

リ の ロ シ ア の 要 塞 を攻 略 したJeanJ.P61issier、 後 のMalakoff公 爵 名 に 由 来 す る)、

Eszterhazy-Torte(ハ ン ガ リー の貴 族 エ ス タ ーハ ー ズ ィー候 の名 の付 い た ヘ ー ビル ナ ッ

ッ ビス ケ ッ ト トル テ、 こ の 名 の つ く料 理 名 は ブ ル ゲ ン ラ ン ド州 に 多 い)、Girardi-

Rostbraten(ベ ー コ ン と シ ャ ン ピ ニ オ ン 添 え の 牛 肉 料 理 、 有 名 な 民 衆 劇 俳 優

AlexanderGirardi〈1850-1918>に ち な ん で名 づ け られ た)

7)隠 喩 に よる名 称:Pafesen(パ フ ェー セ 、 ジ ャム ・ペ ー ス トな どをは さん で油 で い た

め た 白パ ン、 語 源 的 に は北 イ タ リ アの都 市 名paveseに 由 来 す る、 そ の 町 の標 識 に兵

士 に食 べ 物 を援 助 ・提 供 す る こ とが書 か れ て い た の で 、 そ の料 理 名 と都 市 名 が 結 びつ
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いた と推測 される、そ してく貧 しい騎士 〉を意味す る ドイッのArmeRitter<パ ンを

ミル クにひた したあ と焼 いたケーキ 〉 と同様 に 「粗 末 な食事 」「貧 しさ」 を隠喩 して

い るのであ ろう)、Einspanner(ホ イ ップク リームをのせ た ウィナー コー ヒー、「1頭

立 て の 馬 車 」 とい う意 味 もあ り、 比 喩 的 に 「一 人 暮 ら しの 男 」 も意 味 す る)、

Pharisaer(パ リサ イ コー ヒー、 ホ イ ップ した ク リーム とラム酒 をいれた ホ ッ トコー

ヒー、パ リサイ派 は1世 紀 ごろのユ ダヤ教主流派で、律法 に厳格 なあ ま り、 とか く形

式主義に陥ることが多かった、そこか ら 「高慢 で独善 的な偽善者」 も意味 してい る)

8)伝 統(行 事)に よる名称:Kirchtagssuppe(屋 台や見世物小屋の立つ教 会のお祭 り、

縁 日に出され るスープ、特 に具が多い)、Stefaniebraten(シ ュテ ファニー ・ロース ト、

古 い ウィー ン料 理の一つ、 キノコ、 ブー ケガルニ、 ケーパ ー、エ ン ドウマ メ、 ジャガ

イモ と共にマ ラガ産 ワイ ンで蒸 した肉料 理、キ リス ト教最初 の殉教 者ス テパ ノ聖人の

祝 日〈12月26日 〉 にちなんで命名 された といわれてい る)

9)事 物表示名称:Pasta(パ ス タ、粉状 の もの をこねて作 った もの、「粉状の もの をま

く、振 りかけ る」 とい う意味のギ リシャ語 πdσσε〃 か らきている)、Crepe(ク レープ、

パ ンケーキの一種、 フランス語で は 「ちぢみ、ち りめん」の意味 もある)

10)そ の他 の名称:cordonbleu(ハ ムとエメ ンタールチーズ入 り子牛の カッレッ、パ リ

の料 理人組合 か ら一流 の料理人 に授 与 される 「青大綬」 に由来する、注5参 照)

食事 と料理慣習 の変化 と共 に表示名 も大 きく変化 しているが、 国際 的になった料理 と共

に新 しい借用語 もオース トリアに入 って きた。以前 は とりわけ フランス語 か らの借 用語、

例 えばcordonbleu(子 牛 のカツ レツ)、Fricandeau(子 牛 のモモ肉)等 が多 く見 られ た。

しか しまたFachiertes(挽 肉)の ようなフラ ンス語farceか ら ドイッ語化 された オース ト

リア表現 も存在す る。そ してイ タリア語か らの借用語 、Pasta(パ ス タ)、Parmesan(パ ル

メザ ンチ ーズ)、Ravioli(ラ ヴィオーリ、肉 と野菜 などを小麦粉の皮で包 んだ もの)、 さ ら

に今 日では英語 か らの借用語Toast(ト ース ト)、Sandwich(サ ン ドイ ッチ)ま たUタ ー

ン借用 語Hamburger(ハ ンバ ーガー)な どが見 られ る。 さらにまた トル コ語 か らの借 用

語D6nerkebap(デ ー ナー ・ケバ ブ)、 ギ リシャ語 か らの借用語Gyros(平 なべ 肉料 理)、

Suvlaki(串 刺 し肉料理)、 またその他 の言語か らの借用語 として、英語 経由で入 った ドラ

ヴィタ系 タミール語kariを 起源 とす るCurry(カ レー粉)、 イ ン ドネシア語のNasigoreng

(妙 め飯 の一種)、 日本語 のSushi(す し)な どがあ る。原 因は様 々であるが、異国的 な も

のに対す る好み と関心、休暇地での思い 出、移民者か らの影響 な どが その主 な要 因 と考 え

られ る。

他方、土着料理 に対す る好 みが増す に従 って、方言や地域 日常語か らの借用語 の数 も飛
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躍 的 に増 え た。 これ らの 語 が 料 理 メ ニ ュ ーや 料 理 本 で使 わ れ る と、 そ れ らは専 門表 現 と し

て い わ ば 標 準 語 的 に な る。 い わ ゆ る 「特 殊 で な い オ ー ス トリ ア 表 現 」(unspezi且sche

Austriazismen)8と さ れ て い たApfelstrudel(渦 巻 き型 ア ップ ルパ イ)、Vanillekipferl(バ

ニ ラ入 りク ッキ ー)な どは 、す で に標 準 語 の 語 彙 範 疇 に入 っ てい る。 そ れ らの 語 彙 は この

料 理 に対 す る ドイ ツ語 が 駆 使 で きる唯 一 の名 称 で あ るか らで あ る。 これ らの 語 は語 源 的 に

は方 言 か ら生 ま れ、 専 門 的 な料 理 表 現 と して定 着 し、 す で に 「標 準 ドイ ツ語 」 とな っ てい

る。 そ の他 の例 と して は、バ イ エ ル ン人 に と って のRadieserln(ダ イ コ ン)、 ケ ル ンテ ン人

に とって のStrankerln(イ ン ゲ ンマ メ)、 ウ ィー ン人 に と って のBruckHeisch(肉 を 捌 い た

際 に残 る 肉片 と臓 物 を使 っ た ラ グ ー に近 い 料 理)、 ケ ル ン テ ン人 に とっ て のKasnudeln

(チ ー ズ ヌ ー ドル)、 シュ ベ ー ビシ ュ人 に とっ て のSpatzle(シ ュ ペ ッッ レ、塩 茄 で した ヌ ー

ドル 料 理)、 ケ ル ン人 に とっ て のHalveHahn(オ ラ ン ダチ ー ズ とカ ラシ を塗 っ た ラ イ麦 パ

ン添 えの チ キ ン半 羽)、 ベ ル リ ン人 に とって のHackepeter(挽 肉 、 タル タル ス テ ー キ)、 ハ

ン ブル ク人 に とって のLabskaus(肉 ・ジ ャガ イ モ ・タマ ネギ な どを用 い た 船 員用 シ チ ュ ー)

な どが あ げ られ る。

ま た商 品 と して 食 料 品 を扱 う場 合 、 食 品 ・料 理 名 の 表 示 に注 意 が 向 け られ て い る。 例 え

ば、 オ ー ス トリア 地 域 も販 売 圏 と して い る ドイ ッ の冷 凍 食 品 メ ー カ ーbofrostの カ タ ロ グ

を見 る と、 オー ス トリア で 一 般 的 で ない 表 現 、 例 え ばPilz-ragoutundmischung(Pilz=

Schwamm(erl)〈 オ ー ス トリ ア表 現 、 以 下 オ 〉 、 キ ノ コ入 りラ グ ー、 キ ノ コの 詰 め合 わ

せ)、Puten-Krautersteaksund-brust且let(Pute=Truthahn〈 オ 〉、 香 辛 料 風 味 の 七 面

鳥 ス テ ー キ 、 七 面 鳥 の 胸 肉 ・フ ィ レ 肉)、PutegefUllt(詰 め 物 入 り七 面 鳥)、W誼el-

h6rnchen(H6rnchen=Kipfe(r)1〈 オ 〉、 ワ ッ フ ル ・ク ロ ワ ッサ ン)、BunterBohnen-

salat(BohneニFisole,Strankerl〈 オ 〉 、多 彩 なマ メ ・サ ラ ダ)、FrankfurterWUrstchen

(WUrstchen=WUrstel〈 オ 〉 、 フ ラ ン ク フ ル トソー セ ー ジ)、RinderhUftsteak(Rinder-

=Rinds-〈 オ 〉 、 牛 の 腰 肉 ス テ ー キ)な どが 使 わ れ て い る。 しか しこ れ らの 語 と並 ん で、

オ ース トリ ア表 現 と して 一 般 的 な語 、例 え ばKar且ol(=Blumenkohl<ド イ ツ表 現 、 以 下

ド〉、 カ リフ ラ ワー)、Eierschmmerln(=Pfifferling〈 ド〉、 ア ンズ タケ)、Kohlsprossen

(=Rosenkohl〈 ド〉、 メキ ャベ ツ)、Hendl(=Hahnchen〈 ド〉、若 鶏)、Fleischlaiberl(=

Frikadelle〈 ド〉、 フ リカ デ ル 、小 さ な 肉 ダ ン ゴ)10も 見 られ る の で、 「オ ー ス トリ ア ドイ

ッ語 」 の 言 語使 用 が あ る程 度 顧 慮 され て い る とい え るが 、 そ の基 準 は明 確 で は ない 。

この よ う に料 理 内 容 とそ の 名 称 で あ る料 理 名 は、 日寺代 の 流 れ と食 事 習 慣 な どに影 響 され

て常 に変 化 を体 験 して きた 。 す で に19世 紀 の料 理 本 に は多 くの レ シ ピが 見 られ るが 、 そ

れ らは 今 日で は 全 く再 現 が で きな い か あ るい は完 全 な再 現 が 困難 で あ る場 合 が 多 い 。 素

材 ・成 分 が 原 因 で は な くて 、 む しろ 発 酵 方 法 の 変 化 が 原 因で あ る。 他 方 、 中世 あ るい は古
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代の料理 はか な り再現 が可 能である と言 われてい る。20世 紀以降の 「ウィー ン料理」 の標

準 的な作 品 を記載 した1911年 の第1版1%∬ と2001年 の第44版H6∬ を比 較す る と、 こ

の90年 間の変化 が容易 に確 認で きるが、住民 の下層 お よび中流 層 の料理 と、貴族 ・上流

層 の料理 では、それほ ど顕 著な違い はない とい われて いる11。 む しろ各料理 名の語源 を遡

ることによって、その料理 の変遷 と同時 にその背景 とな る社会 文化状況が理解で きるので

はなか ろうか。そ こで次章以降、 さらに詳 しく起源 言語別 に各料理名 を順次検討す るこ と

に したい。

2.バ イエル ン ・南 ドイツ由来 の 「ウィー ン料理名」

国際的 な料理分野 では、「オース トリア料理」(6sterreichischeKUche)と い う用語 は使

用 されず、その代 わ りにウィーン会議以来 「フランス料理」 とまさに競 うもの として確 立

され た 「ウィー ン料理 」(WienerKUche)と い う表現 と概 念が存在す る。 これ は狭義での

単 なる 「町の料理」 ではな くて、 む しろオース トリア ・ハ ンガリー帝国全ての領 国か ら影

響 を受 けた多民族料 理 とい う意味合 いが ある。「オース トリア料 理」 とは、南 ドイ ッ料 理

のウィー ン風 の焼 き直 しであ り、ハ プスブル ク帝国領内のすべての帝室(王 室)領 地 か ら

の様 々な刺 激 を受 けて発 展 して きた ものであ る。それ は元 来 「国民的 な」料 理で はな く、

南 ドイッ ・オース トリア料理 を基盤 に した 「ヨーロッパ的な」料理 であると言われている。

そ してそれ らの様 々な料理 とともに各 々の多様 な国民性 も同時 に受 け入れ られ、17世 紀か

ら20世 紀初 め までの オース トリアの帝都 ウィー ンで、各種料 理文化 が結 びつ き華 を咲か

せ たので ある。 したが って この料 理 は正確 には 「ウィー ン料 理」 と呼 ばれ るべ きであ ろ

う。

Sαc加7κ06励%酌 には、 この 「ウィー ン料理」 について次 の ように記 されている。

「この ウィー ンで はすべ ての ものが混 ざ り調和 をな していた、洗練 され た ものがその土

地特有 の もの とな り、粗 野 な(田 舎風 の)も のが洗練 された もの となった。あ る料 理 を単

に受 け継 いだだけでは、最終 的に世界 に知 られた 「ウ ィー ン料理」 とはな らなか ったで あ

ろ う。 そ こで は何 か特 別 なこ とが起 こったの であ る。受 け継 い だ1/シ ピには手が加 え ら

れ、 さらにそれは同化 され、洗練 された もの となった。19世 紀 の 「ウィー ン料 理」は各 々

の国民料理 の きわめて異 なる ところを調整 し、大 まかな ところを洗練 し、かつ余 りに も薬

味が効 きす ぎた刺激 の強 い ところをまろやか に した。共通点 を見 出す とすれ ば、 この料理

には安心感 のあるウィーンの市民的 な特色が付与 されてい るといえ よう。即 ち、 これ はま

さ に家 庭 料 理 で あ り、 市 民 の 簡 便 で 栄 養 豊 か な料 理 で あ る。 そ して 。kaiserlich"

。Kaiser-"と い う 「栄誉 あ る称 号 ・肩書 」 と 「誇 り高い評価 」 を得 て表 示 され る場合 もあ

る、例 えばKaisersch6berl(バ ター とス ライスチ ーズで味付 け揚 げたビス ケ ッ トの ような
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ス ー プ に入 れ る具)、Kaisergugelhupf(鉢 型 ス ポ ン ジケ ー キ)、Kaiserschmarrn(カ イ ザ ー

シ ュ マ レ ン、 卵 入 りパ ン ケ ー キ の 一 種)、Kaise岨eisch(ベ ー コ ン)、Kaisersemmeln(カ

イ ザ ー ゼ ンメ ル、 縦 に数 本 の 筋 の入 っ た小 さめ の 丸 い パ ン)の よ う に。」12

「ウ ィー ン料 理 」 の 中で も と りわ け 「古 典 的 」料 理 とい え る もの が 以下 の料 理 であ る。

Rindsuppen(ブ イ ヨ ン)、 そ の 具 と してSch6berln(揚 げ た ビス ケ ッ トの よ う な もの)、

Frittaten(パ ン ケ ー キ)、Lungenstrudel(子 牛 、 ラ ム の 肺 を 挽 き詰 め た パ イ の 一 種)、

Leberkn6del(レ バ ー の ク ネ ー デ ル)な どが 入 る。 さ らにWienerSchnitzel(ウ ィ ー ン風

子 牛 の カ ツ レツ)、Tafelspitz(牛 の フ ィ レ肉 料 理)、Gulasch(グ ー ラ シ ュ、 パ プ リカ入 り

肉 シ チ ュ ー)、Beuschel(子 牛 ・子 羊 の 臓 物 料 理)、Schweinbraten(ロ ー ス トポ ー ク)、

Geselchtes(燃 製 肉)、gefUllteKalbsbrust(言 吉 物 を 入 れ た 子 牛 の 胸 肉 料 理)、

Schinken且eckerln(ハ ム の フ レ ッ カ ー ル、 ス ー フ の゚ 具 と して 入 れ る角 形 の パ ス タの 一 種 、

ラ ヴ ィオ ー リ)、Brat-u.Backhendl(ロ ー ス トチ キ ン)な ど13が あ る。

また ウ ィー ンの 菓 子 ・トル テ も重 要 な意 味 を もっ てい る。(そ の成 立 に はボ ヘ ミア料 理 と

密 接 に 関 連 が あ る が 、 そ れ に つ い て は 次 章 で 述 べ る こ と に し た い 。)例 え ば

Powidltacherln(ス モ モ ・プ ラム ム ー ス 入 りの ジ ャ ガ イ モ生 地 に よ る半 円形 の パ ス タの 一

種 、 ラ ヴ ィ オ ー リ)、Milchrahmstrudel(生 ク リー ム を添 え た渦 巻 きパ イ)、Germkn6del

(イ ー ス ト生 地 に よ る ク ネ ー デ ル 、 プ ラ ム ジ ャム入 りパ ン)、Marillenkn6del(ジ ャ ガ イモ

生 地 の クネ ー デ ル、 杏 入 りダ ン ゴ)な どの 料 理 には 、Sacher-Torte(ザ ッハ ー トル テ 、 チ ョ

コ レー ト トルテ)、Malako伍Torte(ラ ム 酒 入 り トル テ)、Dobos-Torte(チ ョ コ レー トバ タ ー

ク リー ム入 りビス ケ ッ ト トル テ)、Linzer-Torte(シ ナ モ ン とク ル ミ入 り トル テ)、Panama-

Torte(ア ー モ ン ドチ ョコ レー ト トル テ、1914年 の パ ナ マ 運 河 開通 記 念 に 名 づ け られ た)、

Eszterhazy-Torte(ヘ ー ゼ ル ナ ッツ トル テ)な ど有 名 な 人 名 ・家 名 ・地 名 が つ く人 気 の 高

い トル テ が 添 え られ る。 ま たIschlerKrapferl(紅 茶 に添 えて 出す ク ッ キ ー、 皇 帝Franz

Josefの 離 宮 が あ る 保 養 地 バ ー ド ・イ シ ュ ル に ち な ん だ 名 が つ け ら れ て い る)、

Faschingskrapfen(謝 肉 祭 の 揚 げ パ ン)、Gugelhupf(鉢 型 ス ポ ン ジ ケ ー キ)、

Punschkrapferl(ラ ム 酒 とパ ンチ を滲 み こ ませ砂 糖 で覆 っ た ビス ケ ッ ト)な ど14が 添 え ら

れ る こ と もあ る。 そ れ らは暖 か い菓 子 ・トル テ の 「古 典 」 とい え る もの で あ る。

さ らに 個 々 の連 邦 州 の料 理 か ら数 多 くの 典 型 的 な料 理 が ウ ィー ン料 理 と して 仲 間 に加

わ って い る。例 え ば、Klaschelsuppe(シ ュ タイ ア ーマ ル ク州 、豚 の ミンチ あ るい は ア イス

バ イ ン を 具 と し て 入 れ た ス ー プ)、Kasnudeln(ケ ル ン テ ン州 、 チ ー ズ ヌ ー ドル)、

SalzburgerNockerln(ザ ル ッ ブル ク州 、卵 ・小 麦 粉 ・砂 糖 ・バ ニ ラな どか ら作 られ る ス フ

レ 料 理)、G'hackkn6del(オ ー バ ー オ ー ス ト リ ア 州 、 ひ き 肉 入 り の ク ネ ー デ ル)、

Saumaisen(ニ ー ダー オ ー ス トリ ァ州 、豚 肉 ミ ンチ な ど を入 れ た 丸 い 小 型 パ ン)、Halaszl6
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(ブ ルゲ ンラン ド州、具 と して魚 を入 れたスー プ)、TirolerKn6del(チ ロル州、チ ロル風

クネーデル、燥製豚 肉 とゼ ンメル入 りのダ ンゴ)、Kn6P且e(フ オアアールベル グ州、小麦

粉で作 ったヌー ドルを塩茄で した料理 シュペ ッツレ<Spatzle>の 一種)な ど15。

ウィー ンもしくはオース トリア料 理の標準的 な料理本で ある1艶 ∬(1911)、Ro競 α〃∫細

(1908)と 、それぞ れの2001年 版 と2003年 版 を比較す る と、約100年 間のそれ らの変化

が容易 に確か め られ る。即 ち、1908年 のRo競 α〃∫細 には約4000語 の登録が あるが、2003

年 の新 版 には1300語 ほ ど しか ない、 また1911年 の 盈 ∬ には約3500語 の登録 があ るが、

2001年 の新 版 には1500語 ほ どに過 ぎない16。 それは各連邦州 か らの料理 その ものが消滅

しただけではな くて、 オース トリア ・ハ ンガ リー帝 国の各 言語 による表示が減少 している

こ とを も意味 してい る。 と りわけボヘ ミア王領、 ガリチ ア、ブ ヴィナの国々か らの言語表

現が 減少 してい る、例 えば、ポー ラ ン ド語 のZrasy(カ ッ レッの一種)、 ウクライナ語 と

ルー マ ニ ア語 のMamaliga(ト ウモ ロ コシ粥 ポ レ ンタの一 種)、 チ ェ コ語 のSkubanki、

(ジ ャガイモ、小麦、バ ターか ら作 られるダ ンゴの一種)、Liwanzen(表 面 にプ ラムムース

が塗 られているイース ト生地 の ビス ケ ッ ト)な どは消滅 している。 このような表現 の多 く

は今 日で は古いオース トリア料理の専門家 と嗜好 家 にのみ知 られてい る。即 ち、20世 紀初

頭 に 「ウ ィー ン料 理」 が編 纂 された ときに、「古 い オース トリア的な もの」が 失われ て し

まったのである。調査 され た47語 のス ラブ起 源の料理 名か ら今 日の料理本 には12か ら16

の名称 のみが残 っているに過 ぎない。約三分 の一が消滅 し、 さ らに最近で は再 びその減少

比率が高 くなっている ようである17。 この 「ウィー ン料理」 と呼 ばれ るものが再編 され た

ときに、Zhanhausenは 次の ようなコメン トを残 している。

「ウィー ン料 理 とい う概念 で まとめ られ た料理 を、帝国の多様 な民族 の名物料 理 として

編纂 した東 オース トリアの辞典 は、第1共 和 国の日寺代 にその完全 な発展 を成 し遂 げた。続

く数十年の 間に、地理的領域 ではな く心理的歴史 的な領域 を反映す るウィー ン料理の 開発

が行 われ、 その伝統 を創造す る ことに よってさ らに過去へ と遡 り、そ して独 自の料 理が生

み 出された。」18

ウィー ン料理 を巡 って発展 した幾多 の伝説 もこれを物語 っている。 ウィー ン料理 は決 し

て古典的 な様式 としては もはや客観的 な判断がで きない状態 にある。例 えば、19世 紀 の前

半 には 「ウィーン料理 は牛 肉 を扱 うもの とは理解 され てい ない」 と報告 されてい る19。 し

か しそれ にもかかわ らず ウィーン料理の牛肉分野 はさらに発達 し、1900年 頃に注 目すべ き

水準 に達 し、「ウィーン牛肉料理 の王」 とい われ るTafelspitz(ボ イル した牛の ヒレ肉料理)

が生 み出 され、それ は今 日では最 も有名 で好 まれ ている ウィー ン名物料理 となってい る。

さ らにWienerSchnitzel(ウ ィー ン風 子牛の カツレツ)はCostolettaallaMilanese(ミ ラ

ノ風子牛 のカ ッレツ)か ら由来 している とい う伝説が あ り、 オース トリアで 出版 され てい
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る一 般 的 な料 理本 や イ タリアの専 門料理 本 に さえ、「新 年 に ウィー ンフ ィルが 演奏 す る

「ラデ ィッキー行進 曲』 で名の知 られるラデ ィッキー将軍が この料理 を気 に入 り、イ タリア

か らウィーンに料理法 を持 ち帰 った」 と記載 されてい るが20、 実情 は定かで はなさそ うで

ある。WienerSchnitzelのSchnitzelは 、男性名詞 のderSchnitzelで はな く、 中性名詞の

dasSchnitzelleinか らの派生で あ り、言語 的にはバ イエル ン ・オース トリア方言 を基盤 と

す る土着的な料理名 であ り、料 理 も土着 的だ といわれている21。

ところで言語的 に見 る と、WienerSchnitzelと 同様 に、その他の食料 品を表す オース ト

リア表現 は、バ イエ ル ン ・オース トリア方言 を基盤 に しているが、 ドイッで の表現 よりも

「よ り ドイッ語 的」 な表現 もよ く見 られ る。例 えば、塊 根 を示すErdapfel(文 字 通 りの意

味 は 「大 地 の リン ゴ」)はKartoffelよ りも 「よ り ドイ ッ語 的」 で あ る とい える。 この

Kartoffelと い う語 はアメ リカか ら名称 な しにイタリアに取 り入 れ られた。イタ リア人 はこ

の根茎 を単純 にTrue丘el(ト リュフ)と 比較 し、tartuffoliと 名付 けた。 ま もな く ドイッ人

達 はこの語 を取 り入 れ、そ して1591年 にヘ ッセ ン方伯 はそれ をTartuffelと して言及 して

い る。 その変化 形 となった ドイッ語 のKartoffelか らロシア語のRapT6Φe-L、 ウクライナ

語RapToH-iが 生 じ た。 チ ェ コ人 はbramboryと も表 現 し、 そ こ か ら ウ ィ ー ン で は

Bramburiが 生 まれたが、 それはBrandenburgと も関連が ある ともいわれてい る22。 そ し

て本 来の ドイ ツ語的表現 であるErdapfelは その後徐 々に力 を増 して きたこのKartoffelに

圧倒 され るのである。

類似の現象 として よ く取 り上 げられ るのがParadeiserとTomateの 関係 である。 オース

トリアで一般的 な土着 の(東 オース トリア方言の)Paradeiserが 、 ドイツで一般的で ある

Tomateに よって駆逐 され よ うとしてい る。Tomateは メキ シコか らロマ ンス語 を通 して

入 って きた。tomatlと 呼 ばれ てい た ア ッテ カの 言語nahuatlを 起 源 と して い る。(der)

Paradeiser,(der/die)Paradeisは 、 南 ドイ ツ と オ ー ス トリア 地 域 で は 元 来 。Paradies-

Apfel"(天 国の リンゴ)の 意味であ った23。

「ObersとSahne(乳 脂 ・ク リー ム)で は どち らが ドイ ッ語 的 だ ろ うか?」 とPeter

Wehleは 自問 し、次 の ように答 えてい る。「Obersと い う語 は説 明不 要で ある、 それ は具

体的 で、 自明で あ り、 まさに 『上にかけ るもの』 である。純粋 な牛乳 を入れ、その上の部

分 をす くい取 り、それ を混ぜ る とSchlagobers(泡 立て た生 ク リーム)が で きあが る」24。

Sahneは 古 フラ ンス語のsain(ブ ルガリア語 とラテ ン語ではsagina)か ら ドイツ語 に入 っ

て きた。故 に 「反論 の余地 な く、Obersの 方が より ドイッ語的 である」25。しか しこの食品

に対す る ドイツ語で最 も普及 してい る専 門的 な食品用語名はRahmで あ り、 ドイッ、 オー

ス トリア、ス イス で も通用 す る。 しか しまた 日常生活 で 口語 的 に最 も使用 され てい る語

は、 ドイッではSahne、 オース トリア(南 ドイッの一部 を含 む)で はObersで ある。 ここ
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で もオース トリア表現のObersが ドイツのSahneよ りも 「より ドイッ語的」である と言 え

る。

ところで、料 理で は 「南 ドイッ的」 とい う表現 は可能であ るが、言語学 的には 「南 ドイ

ッ」 とい う概念 は正確で はない。 オース トリアは方言学的 には上部 ドイッ語地域 に位置 し

てお り、二つの上部 ドイツ語 の大方言 であるバ イエル ン方言(も しくはバ イエ ル ン ・オー

ス トリア語)と アレマ ン方言 に覆われてい るか らであ る。前者のバ イエル ン方言、正確 に

は南バ イエ ル ン方言 と中部バ イエ ル ン方言 は、チ ロルの レヒ渓谷地域 と残 りの全 ての オー

ス トリア連邦地域 を覆 ってお り、後者の ア レマ ン方言 はフ ォアアールベ ルク州 を覆 ってい

る。 オー ス トリアはそ の独 自の伝統 に よって多 くの言語 上 の特 殊 性 を発 展 させ て きた。

「オース トリア ドイツ語」 は確か にバ イエル ン ・オース トリア語的 な基 盤に基 づいて成立 し

ているが、 しか し同時 に国家領域 によって定義 づ け られた上部 ドイッ語 の一つ の ヴァ リ

エー シ ョンである。オース トリアは非常 に多 くの言語現象 をバイエル ンと共有 しているが、

しか しとりわけ語 彙の領域 で、特 に官庁語 と料理用語の領域 で、全 く独 自の特徴 を発展 さ

せ て きた。独 自の国家性が また独 自の行政専 門用語 を生 み出 しているが、 また同時 にオー

ス トリア ・ハ ンガリー帝国の ドイツ語地域 とその他 のス ラブ ・ロマ ンス ・ハ ンガリー語地

域 との密接 な関係が、文化領域 に多種多様 な相互 の影響 を与 えて きた。その文化表現 の一

つが料理 であ りまたその表現 である料理 名で もある。料理 をこの ように豊か にす るこ とに

よ っ て 数 多 くの 新 しい 語 が オ ー ス トリ ア 内 の 「交 流 語 」 と な っ て い る。 例 え ば、

Palatschinken(パ ラチ ンケ ン、薄 く焼 いたパ ンケーキで ジャムなどを包んだ もの)の よう

にハ ンガ リー語 を起源 とし、チ ェコ語あ るい はス ロヴァキ ア語 を経て、今 日で は典型的 な

オース トリア料 理名 とみ な されて い る語 も多 く見 られ る。 オース トリア料 理 とは主 に

「ウ ィー ン料 理」 であるが、首都 ウィー ンを経 て、調理法 の改革 が オース トリア全体 に伝

わ り、それ と共 に新 しい語 も伝 播 された。それが官庁 ・役 所の文書 で使用 される と、 国境

まで広が りオース トリア全体 に到達す る、例 えば、Jause(間 食)が それに該当す る。

特別 な立場 を とってい るのが ア1/マ ン語 の話 されるフ ォアアー ルベ ルク州であ る。役所

言語 として使用 され てい る大多数 の典型 的なバ イエル ン ・オース トリア的表現 はこの州で

も一般 的であ る。 しか しそれ らの表現が 日常 語 として主 に使 用 され ている とは限 らない。

特 に料理分野 では、 フ ォアアールベ ルク特有 の表現、例 えば、Br6sel,(粗 引 きの小 麦粉料

理)、Kn6p且e(シ ュペ ッッ レ、小 麦粉 で作 ったヌー ドル を塩湯 で した料理の一種)、ZnUni(二

回 目の朝食、午前 中の間食)な どが 日常 的に使用 され、他方多 くの料理分野 の 「オース ト

リア表現」はここで はほとん ど使用 され ない。例 えば、Faschiertes(ひ き肉)、Paradeiser

(トマ ト)、Ribisel(ス グ リ)な どの表現が料理 メニ ュー に現 れるこ とはまれである。

-Po尻1λE(2005)26で は、 この フォアアールベル ク州 を除 くオース トリア全域 と ドイ
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ッのバ イエル ン地域 で共 通の食 品 ・料理 表現が約70語 、両地域 で異 なる食 品 ・料理 表現

が約20語 取 り上 げ られ詳細 な説明が加 え られているが、「食 品 ・料理名」 と 「食 品 ・料理

内容」及 び 「素材」が一致 ・対応 しているか につ いては、 さらに詳細 な検証が必要で あろ

う。

3.ス ラブ語起源の 「ウィーン料理名」

1918年 当時の オース トリア ・ハ ンガ リー帝国で は、12種 類 の異 なった言語が話 され て

い た。 ドイッ語、ハ ンガリー語以外 に、 ロマ ンス系 のイタ リア語、ル ーマニ ア語、ス ラブ

系 のチェコ語、 スロヴ ァキア語、 ポーラ ン ド語、 ウクライナ語、 スロヴェニ ア語、 クロア

チ ア語、 セルビア語、 ボスニ ア語で ある。ス ラブ系の言語が8言 語 あ り、言語 ・文化的 な

影響が大 きいこ とが予想 されるが、 オース トリア帝国側で は ドイ ッ語の優 位性が確 立 して

い たので、一般 的には ドイッ語以外 の他 の言語が 「オース トリア ドイッ語」の意味内容 に

影響 を与 えるケ ース は多 くはなか った。それで も料 理 ・食品語 彙の領域 にはその影響がい

くつか残 っている。例 えば、Jause(間 食)は スロヴェニ ア語か ら導入 され、東 オース トリ

ァ と南 オース トリアで使用 され てい る。西 オース トリアで はロマ ンス語 起源 のMarende

が使用 されてい る。ス ラブ語 を起 源 とす る語 の影響 は地方 に限定 され ている場合 が多 い。

例 えばケル ンテ ンで はス ロヴェニア語の影響が 目立つ。Koper(ヒ メウイキ ョウ、スロヴェ

ニ ア語koperよ り)、Sasaka(パ ンにの せ る ベ ー コ ン、 ス ロ ヴェ ニ ア語zasekaよ り)、

Potitze(ケ シの実 ・ナ ッツの入 ったパ ンケーキ ・ロールケーキ、ス ロヴェニア語poticaか

ら)な ど27が 代表 的な例であ る。

言語接 触 が最 も頻 繁 に行 われ た場 所 は ウィー ンであ り、 この ウィー ンを通 じて若 干の

チ ェコ語起 源の語 、例 えばKolatsche/Golatsche(コ ラッチ ェ、杏 ジャム入 りのサ ン ドイ ッ

チ を揚 げた もの、ケーキ を意味す るチ ェコ語kola6kか ら)、Kren(ワ サ ビダイ コン)な ど

はバ イエル ン語経 由で、Stieglitz(ゴ シキ ヒワ、五色鶉)、Slibowitz(ス モモ ・プラム蒸留

酒、チ ェ コ語slivoviceか ら)な どは共通(標 準)ド イッ語経 由で、そ してPowidl(ス モ

モ ムース、チェ コ語povidlaか ら)な どは東 オース トリア方言経 由で、オース トリア全域

に通用す る 「オース トリア表現」28となった 。

ウィー ン料理 に関 して は、ボヘ ミア王 家の国々の影響 が特 に小 麦粉 を使 った料理で認め

られ る。.4ρρ6雄加 珈0π29に よると、それ らは 「ウィー ン料 理の要 」「芸術 の驚異」 と記 さ

れ、 さらに 「ヨーロ ッパ のテ ーブルマ ナーの革 命」 と呼 ばれて い る。即 ち、 ドイ ッ、英

国、 フ ランス の定 食 には野菜 が付 くが、 ウィー ンの定食 には穀粉 でつ くった食べ 物(菓

子)が 付 くので ある。 これ は甘いデザ ー トとみ なされ、実際今 日まで この原則 が保 たれ て

い る。菓子 に関 して はチ ェコ語起源の単語の割合が平均以上 に高 い。 それ らは有名 な 「ボ
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ヘ ミア料 理人」 に よって19世 紀 の レシ ピとともに ウィー ンの 「上流 階級の家庭 に」 もた

らされた。そ の他 の ボヘ ミア料理 と調理 品 はウ ィー ンでは成功 を収 めてい ない。例 えば

Schwarz且schと 呼ばれているb6hmischeKarpfen(ボ ヘ ミア風鯉料理)は 、 ビールあるい

はワイ ンによって調理 された甘酸 っぱい料理 であるが、 ウ ィー ンで はフライにされた魚が

好 まれ るので、 この調 理様式 は浸透 しなか った30。19世 紀 にはポーラ ン ド料理 も評価 され

ていた。.P7α'01879とRo鰭 α〃罐ッ1908に は多 くの ポーラ ン ド料 理の レシ ピが見 られ る

が、今 日まで残 っている料理 として有名 なのがKabanossi,(カ バ ノッシ、香 辛料 を利かせ

た細い ソーセージ)とpolnischerKarpfen(ポ ー ラン ド風鯉料理)で ある31。

上記以外 のオース トリアの料理 ・食品名 にお ける最 も重要 なス ラブ的 な語 を以下 に示 し

てお きた い。Bramburi(ジ ャガ イ モ、 ドイ ッのBrandenburgを 意 味 す るチ ェ コ語 の

bramboryに 由 来 す るが、 現 在 の ウ ィ ー ンで はErdapfel,Kartoffelが 使 わ れ て い る)、

Brimsen(現 在のス ロヴ ァキア、 カルパ チア山脈 特産のチ ーズ、パ プ リカな どの香 辛料 を

利かせた辛ロチーズ)、Buchteln/Wuchteln(ブ フテル ン、酵母入 りの生地で ジャム、 クリー
ノ

ムチ ー ズ な ど を包 ん で焼 い た菓 子 、 チ ェ コ語buchtaか ら)、Cevap6i6i(セ ル ビ ア ・ク ロ

アチ ア語 、パ プ リ カ風 味 の ミ ンチ 肉 ダ ンゴ)、Dalken(小 さ なパ ンク ー ヘ ン、小 さ な桶 を

意 味 す るチ ェ コ語vdolekか ら 、現 在 で は た い ていb6hmischeDalkenと して 表記 され る)、

Dschuwetsch(米 と 一 緒 に 肉 ・野 菜 な ど を煮 込 ん だ料 理 、 セ ル ビア ・ク ロ アチ ア語 で は鍋

を意 味 す る)、Dubrovna(旧 ユ ー ゴス ラ ビ アの 名 物 料 理 で、 様 々 な もの と共 に 串 に刺 して

焼 い た 挽 肉 料 理)、Hadschiloja(香 辛 料 の ヒ メ ウ イ キ ョ ウ を入 れ た 黒 パ ン、 今 日 で は

Bosniakと い う表 示 が 一 般 的 で あ る)、Haluschka(カ ッ テ ー ジ チ ー ズ とベ ー コ ン入 りの パ

ス タ料 理 の 一 種 ラ ヴ ィオ ー リ、 小 さ な ダ ン ゴ を 意 味 す るス ロ ヴ ァ キ ア 語halu甑yか ら)、

Kabanossi(ソ ー セ ー ジ の一 種 で 、 ポ ー ラ ン ド語 ・ウ ク ラ イ ナ語 の 狩 猟 用 語 か ら きて い る、

kabanは ブ タ イ ノ シ シ を 意 味 す る)、Klobasse(大 き な 茄 で ソ ー セ ー ジ、 チ ェ コ 語 の

klobasaか ら)、Liwanzen(パ ン ク ー ヘ ン、 チ ェ コ語livanceか ら 、b6hmischeDalkenと

シ ノ ニ ム)、Maschansker(ド イ ツ の マ イ セ ン近 くの ボ ル ス ドル フ産 リン ゴの こ とを指 す 、

チ ェ コ の ボ ヘ ミア、 モ ラ ビ ア地 方 で の チ ョコ語 に よる マ イセ ンの呼 び 方mi甑nsk6か ら き

て い る)、Palatschinken(パ ラ チ ン ケ ン、 卵 を 使 っ た パ ンケ ー キ 、19世 紀 に チ ェ コ 語

pala6nka、 ス ロ ヴ ァ キ ア 語palacinkaか ら ウ ィ ー ン に 入 っ た が 、 元 来 は ハ ン ガ リ ー 語

palacsinta〈 タ マ ゴパ ンケ ー キ 〉 に 由来 す る。 西 オー ス トリア で はOmelette(e)が 使 われ

てい るが 、Palatschinkenよ り 内容 成 分 の 液 体 濃 度 が 高 い。Palatschinkenの 原 形 は熱 した

石 の 上 で 焼 か れ た 円 くて 平 た い 焼 き菓 子 で 、 現 在 で も教 会 の 縁 日の 屋 台 で 見 か け る

Feuer且eckに 近 い もの とい わ れ て い る32)、Pogatsche(白 パ ン、現 在 は死 語 に な りつ つ あ

る が 、 縮 小 形 で ワ イ ン風 味 の ク ッキ ー を意 味 す るPogatscherlは 現 在 も使 わ れ て い る、
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ケ ー キ を意 味 す る ス ロ ヴ ェニ ア語paga6aか ら)、Quargel(小 型 で 円 く臭気 の 強 い チ ー ズ、

ソ ル ビ ア語twarogか ら)、R彪nji6i(串 刺 し肉料 理 、 串 を意 味 す るセ ル ビ ア ・ク ロ アチ ア

語)、Skubanki(ジ ャ ガ イ モ 団 子料 理 、 「皮 をむ く」 を意 味 す るチ ェ コ語 甑ubankyか ら)、

Strankerl(サ ヤ イ ンゲ ン、鞘 を意 味 す るス ロ ヴ ェ ニ ア語strokか ら)な ど33。

4.イ タ リア語 起 源 の 「ウ ィー ン料 理 名 」

イ タ リア料 理 の 影 響 は す で に1485年 に 現 れ た κ魏 加 〃〃面3'6忽 に 記 さ れ て い るが 、 そ

こで は ロ マ ンス風 の慣 習 に よ るペ ー ス トが 多 く見 られ る34。 そ れ らは個 別 の料 理 と してで

は な く、 調 味 料 ・香 辛 料 ・油 脂 ・飾 り物 な どの添 物 と して用 い られ た。 イ タ リア(特 に北

イ タ リ ア)料 理 の 多 くはハ プス ブル ク家 の領 主 地 域 に含 まれ て い た の で 、多 くの イ タ リア

料 理 は ウ ィー ンで もよ く知 られ る よ う に な り、最 終 的 に はオ ー ス トリア料 理 に不 可 欠 な要

素 と して定 着 した 。 若 干 の イ タ リ ア の 麺 類 は す で にP7α'01879に 現 れ て い る、 例 え ば

Maccaroni/Makkaroni(マ カ ロニ)、Minestra/Minestrone(ミ ネ ス トラ ・ミネ ス トロ ー ネ、

米 ・パ ル メ ザ ンチ ーズ ・スパ ゲ テ ィ ー な どの 入 っ た イ タ リア風 野 菜 ス ー プ、<仕 上 げ る、

盛 りつ け る 〉 を意 味 す る イ タ リ ア語minestrareか ら)、Risipisi(米 とエ ン ドウ豆 で 作 るベ

ネチ ア風 料 理 、 イ タ リア語riso〈 米 〉 とpiselli〈 エ ン ドウ豆 〉か ら)な ど35。

上 記 以 外 の オ ー ス トリア料 理 ・食 品 名 で 最 も重 要 な イ タ リ ア語 系 の 語 に は次 の もの が あ

る。Biskotten(ビ ス コ ッテ、 甘 い ビス ケ ッ トの 一種 、 イ タ リア 語biscotto、 さ らに 「二 回

焼 い た 」 を意 味 す る ラテ ン語biscontusか ら きて い る)、Brockerl(メ キ ャベ ツ、 イ タ リ

ア語broccoloか ら)、Frittaten(パ ン ク ーヘ ン、 卵 クー ヘ ン を意 味 す る イ タ リア語frittata

か ら)、Karbonade(子 牛 ・豚 ・羊 の 背 肉天 火 料 理 、 イ タ リア語carbonataか ら)、Maroni

(マ ロ ン、 栗 の実 、 イ タ リア語marroneか ら きて い るが 、 ドイ ツ語 圏 の料 理 で はKastanie

が 一 般 的 で あ る)、Melanzani(ナ ス 、 イ タ リア語melanzanaか ら)、Pafesen(パ フ ェ ー セ、

ジ ャム ・ペ ー ス トな ど を は さん で 油 で い た め た 白い パ ン、 北 イ タ リ アの 都 市paveseに 由

来 す る)、Panadel(パ ナ ー デ 、パ ン を粥状 に煮 た もの 、 パ ンを意 味 す る ラテ ン語panisか

ら)、Pastasciutta(バ タ ー とチ ー ズ を入 れ た 乾 燥 した マ カ ロニ 料 理 、 イ タ リ ア 語pasta

ascciuttaか ら)、Polenta(ポ レ ン タ、 イ タ リア風 の トウ モ ロ コシ 粥)、Risotto(リ ゾ ッ ト、

野 菜 ・肉 な どを米 と妙 め た料 理)、Sugo(オ ー ス トリアで はイ タ リアの 麺 料 理 にか け る ソ ー

ス を意 味 す る)な ど36。

5.ハ ンガ リー語起 源の 「ウィーン料理名」

オース トリア とハ ンガ リーは常 に二 つの異 なったそれぞれ別 々に管理区分 され た国家で

相異 なる伝 統 を持 っていたが、1526年 以来同 じ君 主家系 をもつ こ とになる。ハ プスブルク
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家 は ドイッおよびハ ンガリー王 であ り、かつ またローマ皇帝で もあった。 さらに1806年 か

ら1918年 まで、ハ プス ブル ク家 はオース トリアの皇帝であ ると同時にまたハ ンガリーの王

で もあ った。オース トリア帝国 とハ ンガ リー帝 国内の各領 国は異 なった発展経過 を経 てい

るので、 オース トリア とハ ンガ リー両 帝国間の接触 は、各 帝国内部の領 国間にお けるほ ど

頻繁 で密度 の濃 い ものではなかったが、それに もかかわ らず両文化、 ドイ ツ ・オース トリ

ア文化 とハ ンガリー文化 は各 々の文化領域 を互い に体験 し影響 し合 っている。言語的 には

い くつかの慣用語法や借用語 に影響が現 れてお り、料理分野 の語彙 で も借用語が多 く見 ら

れ る。 その有名 で典型的 な例 の一 つがGulasch(グ ーラシュ)で ある。 この料 理 はウィー

ンで、オース トリアの食 通に とって欠かせ ない特別 な料理へ と発展 した。

この料 理 はPaprika且eischと も言 われ、パ プ リカで風 味 をつ けた牛 肉の ラグーであ る。

D〃46〃 で は中性 形 と男 性 形 が あ る が、 オ ー ス トリア とバ イエ ル ンで は 中性 形 のdas

Gulaschの みであ る。 この語 はハ ンガ リー語 のgulya(牛 の群れ)、gulyas(牛 飼)か らき

てい る。19世 紀 にプ レスブ ル ク(現 在 の ブ ラチス ラ ヴァ)を 経 て、 ウ ィー ンに入 った。

ウィー ンではパ プ リカの鞘が粉 に置 き換 え られ、最 終的 にP6rk61tと して再 びハ ンガ リー

に もど り、牛 肉を素材 とするWienerSaftgulaschと は違 って、豚 肉あ るいは子牛 肉を素材

としていた。WienerSaftgulaschあ るい はWienerRindsgulaschと 呼ばれ るウィー ン風の

伝統 的 なGulaschは 、 切 り刻 んだ牛 のモ モ 肉(Wadschinken)と 白玉 葱 に、パ プ リカの

粉、マ ヨナラ(香 辛料用 の薬草)、 キュラウェー(薬 味用 の木 の実)、 塩 、 トマ トピュー レ

と少量の酢 に よってつ くられる37。

このGulaschと い う料 理 にはハ ンガ リー語の 固有名詞 を伴 う幾多 のヴ ァリエ ーシ ョンも

存在 す る。例 えば、Andrassy-Gulyas(添 物 としてHaluschka〈 ノ ッケ ル〉 をつけ るグー

ラシュ、ハ ンガ リーの伯 爵名がつ く)、Eszterhazy-Gulyas(ブ ーケガルニ、スー プ用根 菜

くニ ンジ ン、セ ロリ、パセ リなど〉、ケーパー<フ ウチ ョウボ クのつぼみの酢漬 け ・塩漬

け〉、 そ して エ ン ドウマメ な どを入 れた ク リーム風 グー ラシュ、 ブル ゲ ンラン ドのエス

ターハ ーズ ィー卿 に由来す る)、Karoly-Gulyas(ト マ トとサ イコロ状 に切 られた ジャガイ

モ入 りの グーラシュ、有名 なハ ンガ リー貴族名 に由来す る)、palffy-Gulyas(蒸 したブーケ

ガル ニ を用 いた バ ター風 味 の グー ラシ ュ、 ハ ンガ リーの貴 族 名 がつ く)、Debrenziner

Gulyas(東 ハ ンガ リーの町Debrecenに ち なんで名づ け られたパ プ リカ味の ソーセー ジが

入 った グー ラシュ)な ど38。

ハ ンガ リー料理名 は、 ウ ィーン料理 とブルゲ ンラ ン ド料理 を通 して多 くはオース トリア

全体 で共 通 の 「オース トリア表 現」 とな った。例 えば、チ ェ コ語 を通 じて伝 え られ た

Palatschinken(パ ラチ ンケ ン)、Fogosch(ホ タルジャコ魚料 理、ハ ンガ リー語fogas〈 ギ

ザ ギザ のある〉か ら)な どが有名 であるが、 さらに一般 的に知 られる ようになった表現 と
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してLangos(ニ ンニ ク風 味の薄 い発酵生地でで きた ビスケ ッ ト、クラ ッペ ン ・揚 げパ ンの

一種) 、Letscho(ト マ トと共 に肉料 理 に添え られる野菜 と してのパ プ リカ)、Tarhonya(麦

と卵生地 のひ きわ り麦 に似 たス ープに入 れる具、米 の代 わ りに肉シチ ューに添 え られる)、

Csipetke(ヌ ー ドル生 地の小 さなダ ンゴ、 ノッケル ル)、Lekvartascherln(ヌ ー ドル生地

のジャム入 りラヴィオー リ)、Halaszl6(魚 入 りスープ、ブルゲ ンラ ン ドで は数種類の魚が

入 るが、 ウィー ンで は鯉が主である)、Dobos(ch)-Torte(ビ スケ ッ トとチ ョコレ・一 トバ ター

ク リームか らで きた トルテ、ブダペ ス トの菓子職 人LajosDobosに 由来す る)な ども存在

す る39。

このようにウィー ン料理 とその料理 名 には、二重 帝国時代 の多様 な民族料理 の産物 とし

て、古いオース トリア ・ハ ンガ リーの息が保 たれているといえ よう。

6.お わ りに

「オース トリアは ヨーロ ッパ の中で言語 的 にか な り不 均質の住民が いる国家 であ る」40と

Haarmannは 指摘 しているが、上述 した ように、 この ようなオース トリアの料 理本や料理

レシピ等 に使 われている料理名 ・食料 品名等 を調べ る と、 オース トリアの多様 な民族性 と

文化 の一片が それ らの料理 名 に凝縮 され反映 されてい るように思 える。オース トリア ・ハ

ンガリー帝国時代か ら受 け継がれ て きた多様 な各民族 の食文化 が、あ らゆる ものが混沌 と

して混 ざ り合 うウ ィー ンとい う 「ろ くろ(輪 轄)」 の 中で、浄化 され洗練 され、独特 の

「ウィー ン料理」 とい う華 を生 み出 して きた。

オース トリア人 は、 ドイッ とは違 った独 特の 「オース トリア的な もの」、即ち 「オース ト

リアン ・アイデ ンティテ ィ」41を求めて、EU加 盟時 にオース トリア特有 の食料 品 ・料理名

を表現す る語彙 に 目を向けたのであるが、 この ようなオース トリアの料 理名 と食文化 を見

る と、それ は決 して偶然の突発的 な行為 ではないこ とが理解 で きる。 日常的 に常 に接す る

料理 名 ・食料 品名 は、他 のい かな る名称 に も代 えが たい親 しみ と愛着 を感 じる もので あ

る。 オース トリアの料理 名は土着的 な表現 を守 り、かつ また少 数派であ る異民族の料理名

も維持 しようと してい る。各料理の 内容(コ ンテンッ)が ウィー ン風 にア レンジされ てい

た として も、その名称 に起 源 となる文化 を残 そ うと努め てい る。

オース トリア人は言語 に対 して柔軟 で寛大 である といわれている。 それは ドイッの ドイ

ツ語 に対 す る 「オース トリア ドイツ語 」の姿勢 に顕著 に現 れてい る。「標 準語 」の シンボ

ル的 な存在 で ある ドイッのID忽 ㍑ を文語 の規範 と して公 的 な場所 で も一般 的 に使 用 し、

850万 人の話者が いるナ シ ョナル ヴ ァリエ ーシ ョンとしての 「オース トリア ドイ ツ語」の

存在 を特異 な語彙領域 に留 め ようとしている。 それはオース トリアの正書法辞書 とされる

δ吻7瑠o砺3碗63凧)吻7∂%酌 を見れば一 目瞭然であ る。 この辞書 には、初等 ・中等教育 ま
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で に修得す る標準語 としての語彙以外 に、オース トリアの官庁用語 と地域的 な表現 ・語彙

が掲載 されている。 もちろん 日常生活で な じみのある主要 なオース トリア料理 ・食 品名 も

掲載 されている。

オース トリア人 の言 語 に対 す る寛 容 さは、多 民族 を抱 え込 ん だオース トリア ・ハ ンガ

リー二重帝 国時代か らの継承 である といわれるが、 この ような多様 な言語 を起源 とす る各

種料理名 が現在 で も使用 されている事実 か ら、現在 のオース トリア第二共和 国で もい わゆ

る 「複言語主義」 の伝統 が生 きている と考 え られる。そ して この ような多様性 を認め維持

しようとす る共通の意志が、 オース トリア人 を して 『意志の国民』で ある と言 わ しめ る一

要 因 とも考 えられる。1996年5月19日 新宮殿で 開催 され たオース トリア建 国1000周 年記

念 「オス タル リキ祝典」での祝辞 で、当時のオース トリア大統領ThomasKlestilが 「オー

ス トリア人 は 『意志 の国民』 であ る」 こ とを誇 りと してい る旨の発言 をした42。 即 ち、共

通 の言語、文化、家系が オース トリア とい う存 在 を定め るので はな く、共通性 への意志の

みが それ を可能 にす るのであ る。そ の意 味で この ような多 様 なオース トリアの料 理名 も、

オース トリアの多様性 を認め維持 しよ うとす るオース トリア人の意志 を表す象徴 の一つ と

言 えるか もしれない。

注
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坂野久(2007)を 参照。 「オース トリア表現(Austriazismen)」 、 「オース トリア ドイ

ツ語」 につい ては、坂野(2002)を 参照。

坂野久(2011)を 参照。

Ammon,U.u.a.(Hg.)(2004).

坂野久(1998)と 坂野久(2001)を 参照。

フラ ンス ・ブルボ ン王朝時代の聖霊騎士 団の授章 「青綬」が起源 とい われ るが、現代

ではパ リの料理人組合か ら一流 の料理人 に授与 され る 「青大綬」であ り、一般的 に一

流 の料理 ・料理人 も意味す る。 ドイッ語 圏で は具体的 にチ ーズ とハ ムを挟 んだ子牛の

カツ レツ料理 を意味す る場合が多い。vgl.Duden(2010).

ドイ ツ文法 での名詞 の意 味的 な分類 と して は、「具象 名詞」(Konkretum)、 「抽 象名

詞 」(Abstraktum)、 「固 有 名 詞 」(Eigenname)、 「普 通 名 詞 」(Gattungsname,

Appellativum)、 「集合 名 詞」(Kollektivum)、 「物質 名詞 」(Stof[bezeichnung)な ど

が あるが、料 理名 は一般 的 に 「普通名詞 」であ り、「固有名 詞」か ら 「普通名 詞」へ

移 行 す る場 合 も多 い。 ラテ ン文 法 で の 「特 色 ・特 質 名詞 」(nomenproprium)は

「普通名詞」の下位範疇 とみ なされ る。vgl.Hentschel,E/WeydLH.(1990),S.136f[
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